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研究成果の概要（和文）：本研究では、実践や学問観が多様化する比較教育学に関し、学問観を整理、マッピングする
とともに、異なる研究アプローチを持つ者がチームでフィールドワークを行った。
　成果として、「比較教育学の地平を拓く：多様な学問観と知の共働」という本（分担者の森下稔氏と共編）を刊行し
た（平成25年3月、東信堂）。
　また、共同フィールドワークは、モルディブ国で4回にわたって行われ、その成果は平成25年2月に、モルディブ国に
おける成果報告会で発表された。この報告会は、教育省主催で行われ、強い関心を集めた。モルディブ調査に関係した
研究者が個別に論文を投稿したほか、25年度に繰り越した予算で和文での報告書も作成した。

研究成果の概要（英文）：This research project had mainly two components: one is to review and map out dive
rse research paradigms and practices which co-exist in the field of comparative education. The second is t
o conduct fieldwork by grouping researchers with different research paradigms together. For the first comp
onent, a questionnaire survey and classification of published articles were conducted. As the second compo
nent, annual fieldwork in the Maldives and Ghana were conducted with participation of 8 scholars altogethe
r. 
An edited volume by Shoko Yamada and Minoru Morishita was published in 2003, with the title "Extending the
 Horizon of Comparative Education: Diverse Perspectives and Intellectual Collaboration"(Tokyo: Toshindo). 
The outcomes of the fieldwork in Maldives and Ghana were published by respective scholars as academic pape
rs and a workshop was co-hosted with the Ministry of Education, Republic of Maldives, in 2013, to discuss 
about the findings from the research.
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① 研究開始当初の背景 
 
日本における比較教育学は、地域研究型、開
発研究型、制度研究型等、異なるアプローチ
による研究伝統がそれぞれ独自に発展して
きている。特に 90 年代以降、学会員が急速
に増大するのと、グローバル化によって研究
課題が多様化するのに伴い、比較教育学の学
問的中心がどこにあるのか、どのような手法
で調査すべき対象に迫ればいいのか、といっ
た学問論が度々行われるようになった。 
そうした状況を背景に、本調査研究、特に発
展途上国を研究対象とする研究者の中でも、
現場密着型の「地域研究」と発展途上国の教
育サービスの質的、量的向上のために行なわ
れる国際協力の中から発展してきた「開発研
究」を融合することにより、学問観の違いを
越えて、調査対象の社会を総合的に分析する
アプローチを模索しようとした。 
 
② 研究の目的 
 
複合的な研究アプローチを模索するため、

本調査では、既存研究をマッピング、カテゴ
リー化したうえで、両アプローチの長所、短
所を踏まえて、開発研究者と地域研究者がチ
ームになってフィールドワークを行い、各国
でのマクロ－ミクロ分析の組み合わせと国
別事例の横断的分析により、手法の展開と教
育課題への対応を試みた。 
 本研究では、『初等教育の普遍化(Universal 
Primary Education : UPE)』といった、多く
の途上国で同時に起きている政策変更が、教
育行政の末端であり、受益者である村の教育
ニーズや実態とどのように整合、不整合を起
こしているかについて、「教育開発研究」で
主に行なわれる政策や学校サイドの視点と、
学校を社会から切り離さず、社会のダイナミ
ズムの中に位置づけて理解しようとする「地
域研究」的視点を組み合わせて分析すること
を目指した。 
 
③ 研究の方法 
 
(1) 既存研究のマッピング 
途上国の教育に関する研究が行なわれて

いると思われる学問領域のうち、①比較教育
学、②国際開発学、③地域研究、④経済学、
社会学などのディシプリンの 4 つを取り上
げ、それぞれの領域を代表すると思われる学
会誌をそれぞれ過去 10～30 年分見直し、途
上国の教育関連の論文を洗い出し、その傾向
分析を行った。 
 
(2) 学会員アンケート 
学会員の研究に対する考え方やアプロー

チを知るため、成 21 年 11 月に学会員 699 名
にアンケートを配布し、研究姿勢やよく使う
手法、依拠する理論、調査対象などについて
分析を行った。 

(3) 「地域研究者」と「開発研究者」共同の
フィールドワーク 

本調査では、特定の社会の中で教育がどう
いう意味、役割を果たしているか、という地
域研究的視点と、国際、あるいは国レベルの
政策の変動を見た上で、学校教育を提供する
行政側からの視点との接点を共有するため、
『万人のための教育(EFA)』という国際社会
で合意された 6 つの開発目標の中でも、特に
『初等教育の普遍化(UPE)』政策の実施状況、
社会的影響を共通の調査軸とし、モルディブ
及びガーナにおいてフィールドワークを実
施した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究(特に活動(1)～(3))に基づき、多数
の学会発表、論文発表がなされたほか、「比
較教育学の地平を拓く：多様な学問観と知の
共働」という本（分担者の森下稔氏と共編）
が出版された（平成 25年 3月、東信堂）。 
 また、共同フィールドワークは、モルディ
ブ国で 4回にわたって行われ、その成果は平
成 25 年 2 月に、モルディブ国における成果
報告会で発表された。この報告会は、教育省
主催で行われ、強い関心を集めた。モルディ
ブ調査に関係した研究者が個別に論文を投
稿した。 
また、25 年度に繰り越した予算で和文での

報告書を作成し、比較教育学の学問観に関す
る座談会の議事録と、モルディブ調査の論文
集を掲載した。 
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